
平成２２年度 化学Ⅰの学習（シラバス） 
 
１．科目名，単位数，履修学年，履修区分，使用する教科書 
科目名 化学Ⅰ 単位数 ４ 履修学年・区分 普通科 第３学年（選択） 
使用する教科書 高等学校 改訂 新化学Ⅰ（第一学習社） 
副教材等  ネオパルノート化学Ⅰ（第一学習社） 
 
２．学習目標 
化学Ⅰでは，中学校理科や理科総合Ａを基本に，さらに進んだ化学的な方法で自然の事物・現象に

関する問題を取り扱い，基本的な概念や原理・法則を理解するとともに，探究の過程を通して，化学

の方法を習得し，科学的な自然観を身につけることを目標とします。 
 
３．学習方法 
① ＴＶ番組や新聞記事にも理科総合Ｂの内容を扱ったものは数多く見られます。興味ある分野は自

分から積極的に触れていきましょう。 
② ノートはただ板書を写すだけでなく，自分に分かりやすいようにまとめましょう。 
③ 授業の復習を問題集やプリントを使用して適宜行い，知識の定着を図りましょう。 
④ 実験・観察はその目的や方法をきちんと理解した上で臨みましょう。また，実験結果から考察を

導くことも忘れないように。 
 
４．学習内容，学習活動，ねらい及び評価のポイント 
学 
期 

月 学習内容（単元名） 学習活動・ねらい 
評価のポイント，課題， 

提出物等 
第Ⅰ章 物質のなりたち 

第 1節 物質とその構成要素 
１物質と人間生活 
２物質の成分 
３化合物・単体と元素 
４成分元素の検出 
５原子のなりたち 
６原子の電子配置と周期表 

 物質の成り立ちを理解しま

す。 
 化合物と単体の違いを理解

し，成分元素の検出の方法を

理解し身に付けます。 
 原子の構造と周期表を理解

します。 

・物質の構成要素とその分離

方法やその操作について理

解する。 
・化合物・単体の成分と、元

素について理解する。 
・原子の構造と周期性につい

て理解する。 

第 
１ 
学 
期 

４ 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 2節 物質の構成粒子と物

質量 
１イオン 
２イオンからできる物質 
３分子からできる物質 
４原子からできる物質 
５原子量・分子量・式量 
６物質量 
７溶液の濃度 

 イオンや分子・原子からで

きている物質の性質について

理解します。 
 原子量について理解し，分

子量や式量の求め方を身に付

けます。 
 物質量と質量・体積の関係

を理解します。 

・物質の成り立ちの違いと性

質の違いを理解する。 
・原子量と質量の関係を理解

し，分子量や式量の求め方を

理解する。 
・物質量と質量・体積の関係

を理解し，それぞれの値を計

算により求める。 



第１学期中間考査 範囲 教科書 Ｐ．６～Ｐ．４２ 
第Ⅱ章 物質の変化 

第 1節 物質の変化とエネル

ギー 
１化学変化と化学の基本法

則 
２化学反応式と熱の出入り 
３反応熱と熱化学方程式 
４ヘスの法則 

 化学反応の基本法則について

理解し，化学反応式の作り方を

学びます。 
化学反応時の熱の出入りを理

解し，熱化学方程式の作り方と

意味を理解し，ヘスの法則を理

解します。 

・化学反応の基本の２法則

を理解し化学反応式を立

式する。 
・化学反応時の熱の出入り

を理解し，その表現方法と

しての熱化学方程式を率

式する。 
・ヘスの法則を理解する。 

第 2 節 酸・塩基と塩 
１酸と塩基 
２水素イオン濃度とｐＨ 
３酸と塩基の反応 
４中和滴定 
５中和滴定とｐＨの変化 

 酸と塩基の性質について理解

します。 
水素イオン濃度とｐＨの関係

を理解します。 
中和反応をイオンの結合で理

解し，量的関係を理解する。 
中和滴定曲線を理解し，中和

滴定時のｐＨの変化を理解しま

す。 

・酸と塩基の性質を理解す

る。 
・水素イオン濃度とｐＨの

関係を理解する。 
・中和反応をイオンの結合

として捉え，生成する塩な

どの量的関係を理解する。 
・中和滴定曲線から，中和

点や量的関係を求める。 
１学期期末考査 範囲 教科書 Ｐ．４４～Ｐ．６５ 

 
６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 第 3 節 酸化還元反応 

１酸化と還元 
２酸化数と酸化還元反応 
３酸化剤と還元剤 

 酸化と還元を酸素や水素・電

子のやり取りとして理解しま

す。 
酸化数から酸化還元反応を理

解します。 
酸化剤と還元剤の働きを理解

するとともに，金属のイオン化

傾向を理解します。 

・酸化還元を酸素，水素，

電子の移動で理解する。 
・酸化数を理解し，酸化数

の変化から酸化還元反応

を理解する。 
・酸化剤・還元剤の働きを

理解し，金属のイオン化傾

向を理解する。 
４電池 
５電気分解 
 
 

 4 種類の電池の仕組みを理解

し，電子の移動を理解します。 
 水溶液の電気分解を電子の移

動から理解し，電気分解の法則

を理解します。 

・電池の仕組みと電池内の

電子の流れを理解する。 
・電気分解にともなう電子

の移動を理解し，電気分解

の法則を理解する。 

第 
２ 
学 
期 
 

９ 
 
 
 
 
 
 
10 
 
 
 
 
 

第Ⅲ章 無機物質 
第 1節 非金属元素の単体と

化合物 
１元素の分類と水素・希ガス 
２ハロゲンとその化合物 
３酸素・硫黄とその化合物 
４窒素・リンとその化合物 
５炭素・ケイ素とその化合物 

非金属元素を分類し，希ガス

やハロゲンをはじめ，身近な元

素とその化合物についてその性

質を理解します。 

・非金属元素の分類方法を

理解する。 
・希ガスやハロゲン，酸

素・炭素などの身近な元素

とその化合物の性質を理

解する。 



２学期中間考査 範囲 教科書 Ｐ．６６～ｐ．９９ 
第 2節 金属元素の単体と化

合物 
１ｱﾙｶﾘ金属とその化合物 
２ｱﾙｶﾘ土類金属とその化合

物 
３ｱﾙﾐﾆｳﾑ・亜鉛とその化合物 
４鉄とその化合物 
５銅・銀とその化合物 
６金属イオンの分離 

金属元素の分類について理解

します。 
各金属元素とその化合物につ

いて，それらの特徴および性質

を理解します。 
複数の金属イオンの分離の方

法について理解します。 

・金属元素の分類方法を理

解する。 
・各金属元素の特徴・性質

を理解し，それらの化合物

の生成方法や特徴・性質を

理解する。 
・複数の金属イオンの分離

について理解し，操作でき

る。 
第Ⅳ章 有機化合物 

第 1節 有機化合物の特徴と

分類 
１特徴と分類 
２石油とアルカン 
３アルケンとアルキン 
４化学式の決定 

 有機化合物の特徴を理解し，

特徴に従って分類します。 
 身近な有機物として，石油と

天然ガスの性質を理解する。 
アルカン・アルケン・アルキン

の特徴を理解し一般式での表現

を理解します。また，シス・ト

ランス異性体など有機物ならで

はの特徴を理解します。 

・有機物とはどのようなも

のか理解する。 
・アルカン・アルケン・ア

ルキンの特徴を理解する。 
・異性体の構造や性質の違

いを理解する。 
・置換反応や付加反応につ

いて理解する。 

2 学期期末考査 範囲 教科書 P．１００～P．１３１ 

 
 
 
11 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
12 
 

第 2 節 脂肪族化合物 
 １アルコールとエーテル 
２アルデヒドとケトン 

 ヒドロキシ基によるアルコー

ルの分類し，それぞれの性質に

ついて理解します。 
 エーテルについて，縮合など

の性質を理解します。 
 アルデヒド基を含む有機物の

反応を通して，それらの性質を

理解します。 

・ヒドロキシ基の数や構造

によるアルコールの分類

を理解する。 
・いろいろなアルコールの

性質を理解する。 
・エーテルの性質を理解す

る。 
・アルデヒドとケトンの性

質を理解する。 
３カルボン酸とエステル 
４油脂とセッケン 

 カルボシル基を含む有機物や

エステル結合を持つ有機物の反

応や性質を理解します。 
油脂とセッケンや洗剤の関係

を理解し，それらの特徴を理解

します。 

・カルボシル基を含む有機

物について，それらの特有

の反応や特徴を理解する。 
・エステルに関する反応を

通して，エステルの特徴を

理解する。 

第 

３ 

学 

期 

１ 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 

第 3 節 芳香族化合物 
 １芳香族炭化水素 
 ２フェノール類と芳香族

カルボン酸 
３アニリンとアゾ染料 

 ベンゼン環を持つさまざまな

有機物について，構造の違いや

それによる性質の違いを理解

し，さらにそれらの反応である

ジアゾ化を理解する。 

・トルエン・安息香酸・フ

ェノールなどの違いや特

徴が説明できる。 
・アゾ基の生成の仕方を理

解する。 



学年末考査 範囲 教科書 Ｐ．１３２～Ｐ．１４９  
３ 探究活動 成分元素の検出 

探究活動 反応熱の測定 
探究活動 電池を作る 
探究活動 金属ｲｵﾝの性質 

 成分元素の検出の方法・操作

について理解します。 
反応熱の測定の方法・操作に

ついて理解します。 
電池を作成し，電池の仕組み

について理解します。 
さまざまな金属イオンの性質

について調べ，理解します。 

・成分元素の検出の方法を

理解し，操作ができる。 
・反応熱の測定の方法を理

解し，操作ができる。 
・電池の仕組みを理解す

る。 
・金属イオンの性質を理解

する。 
 
５．学習評価 
（１） 評価の観点および内容について 

以下に示す４つの観点に基づき，学習内容のまとまりごとに評価を行い，学年末に５段階の評定

に総括します。なお，学習計画に示された「評価のポイント」は４つの観点と結びついた具体的な

評価基準と考えます。 
評 価 の 観 点 お よ び 内 容 

１ 自然の事物・現象に関

する「関心・意欲・態度」 
生物や地学の現象に関心や探求心をもち，意欲的にそれを探究すると

ともに，科学的態度を身に付けている。 
２ 科学的な「思考・判断」  生物や地学の現象の中に問題を見いだし，観察，実験などを行うとと

もに，事実を実証的・論理的に考えたり，分析的・総合的に考察したり

して，問題を解決し，事実に基づいて科学的に判断する。 
３ 「観察・実験の技能・

表現」 
 生物や地学の現象に関する観察，実験の技能を習得するとともに，そ

れらを科学的に探究する方法を身に付け，観察，実験の過程や結果およ

びそこから導き出した自らの考えを的確に表現する。 
４ 自然の事物・現象に対

する「知識・理解」 
 観察，実験などを通して生物や地学の現象についての基本的な概念や

原理・法則を理解し，知識を身に付けている。 
 
（２）「評価の観点」の評価方法について 
評価方法 観点 観点１ 観点２ 観点３ 観点４ 備 考 
学習状況の観察 ◎ ○ ◎ ○ 授業中の態度。 

提出物 ○ ○ ◎ ○ プリントや問題集。 
ノート ◎ ○ ○ ○ 年５回提出。再提出あり。 
定期考査 ○ ◎ ○ ◎ 年５回考査。 

（◎は観点の中で特に重視するという意味です。） 


